
成年後見制度の関する意識調査（医師） 

調査対象：宇部市医師会会員 

調査期間：令和 7 年 6 月 13 日（金）～令和 7 年 6 月 27 日（金） 

調査方法：LOGO フォームによるオンライン調査 

回答数：25 件 

調査内容：「成年後見制度の認知状況」、「診断書について」「利用しやすい制度にす

るには」等 全 15 問 

 

問 1 標榜または担当されている診療科 

 
（その他） 

消化器科、麻酔科、漢方内科、肛門科、乳腺外科、消化器科、総合診療科、 

リウマチ科 

 

問 2 「成年後見制度」を知っていますか。（最も近いものを選択してください） 
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内科

外科

精神科

心療内科

脳神経内科

脳神経外科

アレルギー科

リウマチ科

皮膚科

泌尿器科

産婦人科、産科、婦人科

眼科

耳鼻咽喉科

リハビリテーション科

整形外科

放射線科、放射線治療科、放射線診断科

その他
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制度の名称だけでなく、

制度の内容も知っている

制度の名称のみ知っている

制度の名称を知らなかった

（今回、初めて知った）



問 3 「宇部市成年後見センター」を知っていますか。 

はい 1 件（4％） 

いいえ 24 件（96％） 

 

問 4 判断能力が十分でないと思われる患者様の金銭管理や各種手続きごとなどで

困ったことがありますか。 

ある 15 件（60％） 

ない 10 件（40％） 

 

問 5 問 4 で「ある」と回答した方。判断能力が十分でないと思われる患者様の対

応で困ったことが以下の中にありますか。（あてはまるものすべてを選択） 
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必要な治療について説明しても理解してもらえない、

同意が得られない

必要な手続き（介護保険や障害者手帳の申請手続き等）について

説明しても理解してもらえない、代行してくれる人もいない

治療費や入院費等を支払ってもらえない、

代行してくれる人もいない

受診したことを忘れる等して度々来院したり、

薬の処方を求められる

健康保険証や診察券、お薬手帳等を紛失したり、

「盗られた」といった相談が頻回にある

本人との関係が不明な人が付き添っており、

支払いや手続き等を代行してもらってよいか不安がある

定期的に通院ができない（病院に来ない）



問 6 次の中で対応を依頼したり、本人や家族に相談を勧めた関係機関等はありま

すか。（あてはまるものすべてを選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 7 問 5 で「宇部市役所」を選択した方。宇部市役所の何課に対応を依頼した

り、相談を勧めましたか。（あてはまるものすべてを選択） 
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地域福祉課

高齢福祉課

介護保険課

障害福祉課

生活支援課

保険年金課

健康増進課
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地域包括支援センター

居宅介護支援事業所

障害者相談支援事業所

警察

家庭裁判所

社会福祉協議会

年金事務所

他科や他の医療機関

弁護士、司法書士、行政書士、

社会福祉士等の専門職

宇部市成年後見センター

宇部市役所

どこに相談すればいいかわからない



問 8 成年後見制度の利用が望ましい方へ制度の利用を勧めたことがありますか。 

ある 9 件（36％） 

ない 16 件（64％） 

 

問 9 「ある」と回答した方。成年後見制度の利用を勧めるにあたり、困ったこと

が以下の中にありますか。（あてはまるものすべてを選択） 

 
 

問 10 成年後見制度の審判開始の申立てにおいて「診断書（成年後見制度用）」を

作成したことがありますか。 
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本人・家族が必要性を感じていない

成年後見制度について説明できない

成年後見制度の利用で解決できることかわからない

成年後見制度の相談窓口がわからない

困ったことは無い
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作成したことがある

作成したことは無いが書式は

見たことがある

作成したことも無いし、

書式を見たこともない



問 11 「作成したことがない」と回答した方。「診断書（成年後見制度用）」の作成

依頼があった場合、作成は可能ですか。 

はい 2 件（13％） 

いいえ 14 件（88％） 

 

問 12 「いいえ」と回答した方の理由。 

・認知度の評価ができない。 

・当院では認知症等の詳細な診察や機能評価並びに認知機能テスト等を十分行い正

確な判定に至るまでの対応体制が整っておらず、頭部画像検査による脳血管病変

の除外診断等をしていただける医療機関に紹介としている。 

・長谷川式認知症スケール、MMSE しか検査できないため、知的障害や認知症の重

症度の判定が困難（行ったことがない）、認知機能評価は診療時間を取るため簡易

的なものに制限しているため。眼科で書くことが適しているのかどうか、また、

どのように書いていいかもわかっていない。 

・スムーズに関係者からの同意が得られるとは思えず、通常診療に加え負担が大き

くなることが予想されるため作成に前向きになれない。 

・各種検査等専門の領域ではない。 

障害年金診断書等作成すべき書類が年々増加しており、綿密な書類作成を更に引

き受ける余裕がない。 

・「診断書（成年後見制度用）」の作成の経験がない。 

・全ての医師が作成可能である必要はない。 

 

問 13 「宇部市成年後見センター」では出前講座「認知症・知的障害・精神障害等

のある方の強い味方！成年後見制度」を随時開催しております。受講のご希望はあ

りますか。 

はい 2 件（13％） 

いいえ 14 件（88％） 

 

 

 

 



問 14 「いいえ」の理由。 

・時間がない。 

・専門の方々にお任せしたい。 

・専門外のため診療の優先順位が低い。 

・今まで相談、依頼を受けた事がない。時間の調整が困難。 

・これまで「診断書（成年後見制度用）」を作成したことがある事例にはケアマネが

ついているか、もしくはご家族より依頼があり作成した。制度は知っているが、

手続きなどは依頼先のケアマネ、ご家族がしておられ、相談先や手続きに関して

はコメントできない。そのため、出前講座も受講希望なしとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問 15 成年後見制度が利用しやすいものとなるためには、どのようなことが重要で

あると思いますか。（あてはまるものすべてを選択） 
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制度内容を知る機会が充実すること

（パンフレットや説明会など）

制度利用の方法などに関して、

身近な相談窓口があること

相談先が明確であること

制度を利用するための手続きなどの

複雑さが解消されること

診断書の作成の仕方がわかりやすくなること

成年後見制度を利用するための費用に対する

助成制度などが充実すること

財産の横領などの不正が行われないような

仕組みがあること

後見人と医療・介護の関係者などが協力して、本人を支

援する体制が整備されること

後見活動で法的な問題が生じた場合、

弁護士など専門職による助言が得られる体制が整備さ…

弁護士などの専門職だけでなく、

市民後見人による支援体制が充実すること

本人の能力や生活状況を踏まえ、

適切な後見人が選任されること

わからない


